
第４回作成委員会資料（30.10.29）

基本理念
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進

②
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重点

継続

・地域の関係機関や関係団体の連携の
促進
・地域の福祉関係者が定期的に集まり、
福祉の充実について検討する協議の場
の設置推進

新規

・地域福祉を推進するための地域組織の
在り方の検討
・地域福祉を推進するための体制整備

○小地域福祉活動の構築と強化
・地区単位での研修会
・地区ボランティアの養成、組織化

○

◎ひとり暮らし高齢者等への見守りが進ん
でいます。

継続

・ひとり暮らし高齢者、障がい者等への食
事サービスへの支援
・愛の訪問協力員によるひとり暮らし高齢
者の見守り支援活動への支援
・地区を単位とする見守り支援活動への
支援

継続
・ひとり暮らし高齢者等の見守り支援
・見守り活動への地域ボランティアの参
画

○ ○ ○

◎生活支援コーディネーターの取り組みに
よって関係者間の連携体制が進み、課題
を抱えた住民への相談や各種専門機関か
らの早期支援が行われています。

継続

・生活支援コーディネーターの設置及び
取り組みの充実

新規 ・地区相談窓口の設置検討 ○ ○

◎地域の福祉関係者が集い、常設型サロ
ン等の活動するための拠点づくりが進んで
います。

新規

・地域の福祉関係者が集い、活動するた
めの拠点づくりの促進 新規 ・常設型サロンの開設に向けての検討

・立ち上げ支援、運営支援
・常設型サロンの開設に向けての助成制
度の検討

○ ○

◎高齢者に特化しない世代を超えたサロ
ンが町内会・集落にあり、住民の交流が進
んでいます。

継続

・ふれあい・いきいきサロン事業の立ち上
げ支援への支援

継続
・ふれあい・いきいきサロンを増やす取組
（１町内会・集落１サロンを目標に）

・立ち上げ支援、運営支援
・事業支援助成金等の支援及び財源確
保
・サロン事業に関する情報提供
・高齢者に特化しない世代を超えたサロ
ン活動への新たな立ち上げ及び支援

○ ○

◎各町内会・集落で支え愛マップの作成・
更新が行われ、支援が必要な住民の把握
や支援体制の構築が進んでいます。

継続

・支え愛マップ作成、更新の促進

継続
・支え愛マップ作成、更新の取組
　作成、更新を通じての支援が必要な住
民を把握して支援体制の構築を図る。

・支え愛マップ作成、更新の支援協力 ○ ○ ○

継続

・ボランティア・市民活動センターの充実

継続

・ボランティア・市民活動の活動者を増や
す
・協働による新たな地域課題に対応する
福祉活動の創出
・市民活動への理解を深める

○ボランティア・市民活動に対する専門
的支援
・ボランティアの養成及び担い手の掘り起
こし
・市民活動団体と地域組織の連携強化
・小地域福祉活動、個別支援へのコー
ディネート
・各種講座の開催
・各種民間助成金等の活用などのアドバ
イス

○ ○ ○

（２）　様々な生活課題を抱えた当
事者が気軽に集える居場所づくり
の推進

◎認知症患者や介護する家族、生活困窮
などの多様な生活課題を抱えた住民が、
当事者どうしで仲間づくりを進めたり、自分
たちの居場所づくりが地域の中で活発に
展開されています。

継続

・認知症カフェの運営の支援
・地域食堂の推進と地域食堂ネットワーク
への支援 継続

・事業に対する理解及び参画
・地域づくりと相談支援につながる地域食
堂の立上げと運営
・地域食堂ネットワークの充実

・運営支援
・情報提供体制の充実

○ ○

新
規
／
継
続
の
別

（案１）みんなで支え合い、いつまでも自分らしく暮らしつづけることができる福祉のまち　鳥取　（案２）誰もが支え合い健康でいきいきと安心して暮らせるまちづくり

１　基本的人権の尊重　　　２　参画と協働の促進　　　３　地域共生社会の実現

民間の方向性
（※事業者、地域、個人の自助、

互助の取組の目標・方向性）
基本目標 基本施策

新
規
／
継
続
の
別

市の役割

１　地域における福祉活動の推進・支援

２　様々な主体による福祉活動の促進

（１）　ボランティア・市民活動の人
材確保と人材育成の強化

（３）　町内会・集落における福祉活
動の促進

・生活支援コーディネーター（担当制）、市
社協担当職員を配置
・見守り活動の強化の取り組み支援
・地区ボランティアの育成

（１）　地区を単位とする福祉ネット
ワーク機能の確立

（２）　地区を単位とする福祉活動の
強化（充実）

基本施策の目指す姿
（※目指す姿・状態を記載。

～が進んでいます。
～が行われています。）

鳥取市の福祉課題

◎それぞれの地域で、関係機関や関係団
体の連携が進み、福祉関係者が定期的に
集まって、研修会を開催したり、地域での
ボランティア活動について話し合う協議の
場の設置が進んでいます。

Ⅰ　住民参加と
地域福祉活動
の促進

鳥取市地域福祉推進計画（鳥取市地域福祉計画・鳥取市地域福祉活動計画）の施策の展開（仮）のたたき台

◎各種講座の充実等によるボランティアの
養成及び担い手の掘り起こし、市民活動
団体と地域組織の連携により、自立した活
動者が多くなっています。

資料５
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新
規
／
継
続
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（案１）みんなで支え合い、いつまでも自分らしく暮らしつづけることができる福祉のまち　鳥取　（案２）誰もが支え合い健康でいきいきと安心して暮らせるまちづくり

１　基本的人権の尊重　　　２　参画と協働の促進　　　３　地域共生社会の実現

民間の方向性
（※事業者、地域、個人の自助、

互助の取組の目標・方向性）
基本目標 基本施策

新
規
／
継
続
の
別

市の役割

基本施策の目指す姿
（※目指す姿・状態を記載。

～が進んでいます。
～が行われています。）

鳥取市の福祉課題

鳥取市地域福祉推進計画（鳥取市地域福祉計画・鳥取市地域福祉活動計画）の施策の展開（仮）のたたき台
資料５

重点

新規

・福祉学習プラットフォームへの参加

新規
・福祉学習プラットフォームに参加して、
自ら学ぶともに、地域での実践場面の提
供

○ ○ ○

新規
・新たな福祉学習プログラムの実施協力

新規
・教育機関と連携して、子ども向けの福祉
学習プログラムに参画

○ ○ ○

継続

・尚徳大学及び市民大学での新たな福祉
学習プログラムの実施
・地域における新たな福祉学習プログラ
ムの実施 継続

・地区を単位として様々な学習、研修に
参加して、福祉活動、当事者への理解を
深めていく。
・だれでも参加できる活動を地域で展開し
て、実践場面を通して相互理解を深め
る。

○ ○ ○

新規

・市社協事業改善計画の策定支援

継続 ・社協活動への理解と参加

○市社協事業改善計画の策定
・組織体制と事業の見直し
・生活支援コーディネーターの取組強化
・職員の地区担当制による小地域福祉活
動の支援

○

（２）　財源の強化

継続

・ふるさと納税での福祉事業への寄附の
呼びかけ

継続

○募金活動への周知と協力
　・募金使途の積極的な情報提供を通じ
て理解を進めてもらう
〇クラウドファンディングによる財源確保

○共同募金運動の強化
・募金活動への理解と積極的な広報
・効果的な配分により総地域福祉活動を
支援
○市社協会費、寄附金への理解に向け
た取り組み
・目的使途を明確化した寄附金の受け入
れ
○チャリティバザー開催による財源確保

○

４　福祉活動促進のための基盤強化

３　福祉学習の推進と担い手づくり

○地区単位での福祉学習プラットフォー
ムの設置推進
　・企業・事業所、学校関係者、当事者団
体、ボランティア等様々な機関・団体が参
加したネットワークを形成し、福祉学習を
推進
　・学校と地域が双方向で相互連携を図
りながら、地域住民、当事者の参加を通
じて従来の体験型学習から実践型学習
への転換を図る。

（１）　組織体制の強化

（３）　地域を対象とする福祉学習の
推進

（２）　子どもを対象とする福祉学習
の推進

（１）　福祉学習のプラットフォーム
づくり

Ⅰ　住民参加と
地域福祉活動
の促進

◎子ども向けの福祉学習プログラムが充
実しています。

◎住民・ボランティア向けの福祉学習プロ
グラムが充実しています。

◎市社会福祉協議会の組織体制と事業の
見直しが進み、生活支援コーディネーター
の取組、小地域福祉活動の支援が充実し
ています。

◎募金活動への理解が進み、財政基盤の
強化が図られています。

◎企業・事業所、学校関係者、当事者団
体、ボランティア等様々な機関・団体が参
加したネットワークを形成し、従来の体験
型学習から実践型学習へ転換した福祉学
習のプログラムづくりが進んでいます。

2 / 6 ページ



第４回作成委員会資料（30.10.29）

基本理念

基本原則

市社協の役割

①
地
域
共
生
社
会
の
周

知と
広
報・
啓
発
の
推
進

②
わ

かり
や

すい
情
報
提

供と
福
祉
意
識
の
醸
成

③
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進

④
地
域
の
交
流
拠
点
づく
り

⑤
参

加し
や

すい
環

境と
活
動
の

きっ
かけ
づく
り

⑥
福

祉を
支え
る担
い手
の
育
成

⑦
福
祉
の

ネッ
ト

ワー
クづ
くり

⑧
相
談
支
援
体
制
の
充
実

⑨
権
利
擁
護
の
推
進

⑩
災
害
時
の
支
援
体
制
づく
りと
防
犯・
再
犯
防
止
対
策
の
充
実

⑪
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

⑫
福
祉
サ

ービ
スの
充
実

⑬
人に
やさ
しい
生
活
環
境
づく
り

新
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（案１）みんなで支え合い、いつまでも自分らしく暮らしつづけることができる福祉のまち　鳥取　（案２）誰もが支え合い健康でいきいきと安心して暮らせるまちづくり

１　基本的人権の尊重　　　２　参画と協働の促進　　　３　地域共生社会の実現

民間の方向性
（※事業者、地域、個人の自助、

互助の取組の目標・方向性）
基本目標 基本施策

新
規
／
継
続
の
別

市の役割

基本施策の目指す姿
（※目指す姿・状態を記載。

～が進んでいます。
～が行われています。）

鳥取市の福祉課題

鳥取市地域福祉推進計画（鳥取市地域福祉計画・鳥取市地域福祉活動計画）の施策の展開（仮）のたたき台
資料５

重点
◎地域福祉の相談拠点が浸透し、早期に
様々な相談が行われ、支援につながって
います。

継続

・地域福祉相談センター、地域包括支援
センター、人権福祉センター、子育て世代
包括支援センターなどによる相談体制の
充実

継続 ・市地域福祉相談センターの理解と協力

○市地域福祉相談センターの運営
・地域包括支援センターとの連携を図りな
がら地域福祉の相談拠点として機能集約
・地域福祉相談センターの周知、情報提
供
・各相談機関とのネットワーク化

○ ○

◎地域からの相談について、専門機関が
連携して支援を行う体制が構築されていま
す。

・丸ごと受け止めた相談の解決に向けた
専門機関との連携・促進

継続
・市地域福祉相談センターと民生委員児
童委員等と専門機関との連携を図る

・福祉関係者、専門機関との連携の場に
参画

◎高齢、障がい、子育て支援、生活困窮
等の分野を超えた複合的課題への対応力
を強化するため、情報の共有、連携の強
化等が進んでいます。

継続

・各分野の関係者間での情報の共有、連
携の推進

継続
・各分野の関係者の勉強会に積極的に
参加し、専門職間、分野間の相互理解を
進める

・社会福祉法人の連携推進
　連絡会の立ち上げ、推進

○ ○

◎世帯全体の生活課題を丸ごと把握し、
必要な支援を包括的に行う、生活困窮者
自立相談支援機関を中心とした高齢、障
がい、子育て支援、生活困窮等の分野を
横断した支援体制が構築されています。

継続

・中央人権福祉センター（生活困窮者自
立相談支援と隣保事業を一体的実施）を
中心とした伴走型支援と分野横断的な専
門的機関による支援体制の構築

継続

・当事者への理解
・地域に必要なサービスの把握と拡充に
向けた検討の場への参画
・早期支援のためのアウトリーチへの理
解

○人権福祉センターとの連携強化
○市地域福祉相談センターの運営
・各相談機関との連携

○ ○ ○ ○

１　包括的支援体制の構築
（１）　総合相談体制の充実

（２）　高齢、障がい、子育て支援、
生活困窮等の分野を超えた支援体
制づくり

Ⅱ　相談支援と
権利擁護体制
の強化
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（案１）みんなで支え合い、いつまでも自分らしく暮らしつづけることができる福祉のまち　鳥取　（案２）誰もが支え合い健康でいきいきと安心して暮らせるまちづくり

１　基本的人権の尊重　　　２　参画と協働の促進　　　３　地域共生社会の実現

民間の方向性
（※事業者、地域、個人の自助、

互助の取組の目標・方向性）
基本目標 基本施策

新
規
／
継
続
の
別

市の役割

基本施策の目指す姿
（※目指す姿・状態を記載。

～が進んでいます。
～が行われています。）

鳥取市の福祉課題

鳥取市地域福祉推進計画（鳥取市地域福祉計画・鳥取市地域福祉活動計画）の施策の展開（仮）のたたき台
資料５

継続

・とっとり東部権利擁護支援センター（通
称：アドサポセンターとっとり）への運営支
援
・鳥取市権利擁護支援センター「かけは
し」への運営支援

継続
・研修、学習会の積極的 参加な参画を通
じて権利擁護への理解と意識向上を図る

○鳥取市権利擁護支援センターかけはし
の運営及び機能強化
　・日常生活自立支援事業の利用に関す
る相談
　・日常生活自立支援事業生活支援員の
確保、育成
　・成年後見事業の利用に関する相談及
び申立支援事業
　・法人後見受任事業の取り組み
　・市民後見人養成講座の運営
　・市民後見人養成講座の開催
○とっとり東部権利擁護支援センター（通
称：アドサポセンターとっとり）との連携強
化

○ ○

継続

・とっとり東部権利擁護支援センター（通
称：アドサポセンターとっとり）及び鳥取市
権利擁護支援センター「かけはし」の周知

継続
・研修、学習への積極的な参画を通じて
権利擁護への理解と意識向上を図る

・権利擁護事業に関する情報提供、市社
協広報（広報紙、ホームページ）等を活用
した情報発信

○ ○

新規

・成年後見制度の利用の促進に関する施
策についての基本的な計画の作成を通じ
た権利擁護支援センターの機能強化の
検討

○ ○

（２）市民後見人の育成促進 ◎市民後見人の育成が進んでいます。
継続

・市民後見人養成講座の継続開催
継続

・鳥取市権利擁護支援センター「かけは
し」の主催する市民後見人養成講座に参
加し、権利擁護意識を高める。

・市民後見人養成講座の運営
・市民後見人の人材育成

○ ○ ○

（３）　虐待への対応の強化 ◎高齢者、障がい者、児童等への虐待の
早期発見や早期対応が進んでいます。

継続

・地域包括支援センターでの高齢者虐待
への対応
・鳥取市障がい者虐待防止センターにお
ける障がい者虐待への対応
・こども家庭相談センターにおける児童虐
待への対応

継続

・様々な学習の機会に積極的に参画し、
福祉活動・当事者への理解を深める
・発生時に対する住民と関係機関との連
携強化

・制度への理解と周知の推進 ○ ○

継続

・福祉情報の積極的な提供の強化

継続
・福祉情報が住民に幅広く行き届くため
の関係機関との連携

○福祉情報発信機能の構築
　市社協広報誌の充実
　市社協ホームページによる情報発信機
能の充実
　小地域福祉活動の見える化の取組
　地域への情報提供方法の在り方検討

○ ○

継続

・地域福祉相談センターをはじめとした相
談支援窓口等の周知

継続
・地域福祉相談センターをはじめとする相
談支援窓口等の理解と参画

・地域福祉相談センターをはじめとする相
談支援窓口等の情報提供
・各地域福祉相談センターの連携による
相談窓口の強化

○ ○

（１）　権利擁護支援センターの機能
強化

２　権利擁護機能の強化

３　情報提供体制の充実

◎日常生活の必要なときに必要な福祉情
報を得られるよう、様々な媒体での提供が
行なわれています。

Ⅱ　相談支援と
権利擁護体制
の強化

◎家族の支援を得るのが困難な認知症高
齢者、親なき後の障がい者等の意思決定
の支援の充実が図られているとともに、成
年後見制度の利用の促進に関する施策に
ついての基本的な計画の作成を通じた更
なる機能強化の検討が行われています。
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基本理念

基本原則
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（案１）みんなで支え合い、いつまでも自分らしく暮らしつづけることができる福祉のまち　鳥取　（案２）誰もが支え合い健康でいきいきと安心して暮らせるまちづくり

１　基本的人権の尊重　　　２　参画と協働の促進　　　３　地域共生社会の実現

民間の方向性
（※事業者、地域、個人の自助、

互助の取組の目標・方向性）
基本目標 基本施策

新
規
／
継
続
の
別

市の役割

基本施策の目指す姿
（※目指す姿・状態を記載。

～が進んでいます。
～が行われています。）

鳥取市の福祉課題

鳥取市地域福祉推進計画（鳥取市地域福祉計画・鳥取市地域福祉活動計画）の施策の展開（仮）のたたき台
資料５

新規

・社会福祉法人による、地域課題に対応
した公益活動事業の促進

新規

・住民、行政、福祉団体、企業・事業所等
の連携を促進し、協働により新たな地域
課題に対応する福祉活動を創出
・地域福祉相談センターとの連携

・社会福祉法人の連携推進
　連絡会の立ち上げ、推進

○

◎ひきこもりや孤立をしている人などの制
度の狭間にいる人に寄り添ったサービス
の開発が進んでいます。

継続

・ひきこもりや孤立をしている人などの制
度の狭間にいる人を対象としたサービス
の促進

新規
・様々な学習の機会に積極的に参画し、
福祉活動・当事者への理解を深める

・福祉学習の取り組みを推進 ○ ○

継続
・大学、専門学校等からの実習依頼の受
け入れ 継続 地域・事業者での実習受け入れ 地域実習の受け入れ調整 ○

継続

・要支援・要介護認定のない高齢者によ
る介護支援ボランティアの登録の呼びか
け
・認知症サポーターの養成
・鳥取市自死対策推進計画（仮称）にそっ
たゲートキーパーの養成
・介護職員初任者研修講座、傾聴力養成
講座の実施

継続
・介護支援ボランティア制度の参加
・認知症サポーター養成講座等の参加

・介護支援ボランティア制度の登録受付
窓口と制度周知の情報提供（市社協広報
紙、ホームページ等）
・制度、講座等の広報啓発

○ ○

継続

・高齢者、障がい者等の多様な活動の機
会への支援
・障がい者を含むすべての人が利用しや
すい行政情報の電子的提供の推進

継続
・福祉学習プラットフォーム設置にともなう
当事者の参画

・各種研修会等での当事者参加の促進
に向けての支援
・手話通訳者の配置

○ ○ ○

継続

・ＮＰＯ法人等が行う「公共交通空白地有
償運送」への支援

新規
地域に必要なサービスに向けた協議の
場の参画

住民との協働によるサービス開発を支援 ○ ○

◎実習生の積極的な受け入れや、介護支
援ボランティア登録、ゲートキーパー、認
知症サポーター、傾聴力を持った市民等
の養成などが進み、地域福祉を担う人材
の確保・育成がなされています。

◎誰もが社会参加しやすい環境づくりが進
んでいます。

３　福祉人材の確保・育成

◎日常の買い物や医療機関への受診など
の交通手段として、公共交通ではカバー困
難な移動ニーズにきめ細かく対応する
NPO やボランティアを主体とする移送サー
ビスが継続しています。

４　当事者の社会参加・バリアフリー化
の促進

２　高齢、障がい及び子育て支援の分
野を超えたサービスの展開

１　社会福祉法人の公益活動の促進

◎社会福祉法人が有する機能を活用した
地域貢献活動が積極的に行われていま
す。

５　移動手段の確保

Ⅲ　地域で安心
して暮らせる基
盤づくり
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（案１）みんなで支え合い、いつまでも自分らしく暮らしつづけることができる福祉のまち　鳥取　（案２）誰もが支え合い健康でいきいきと安心して暮らせるまちづくり

１　基本的人権の尊重　　　２　参画と協働の促進　　　３　地域共生社会の実現

民間の方向性
（※事業者、地域、個人の自助、

互助の取組の目標・方向性）
基本目標 基本施策

新
規
／
継
続
の
別

市の役割

基本施策の目指す姿
（※目指す姿・状態を記載。

～が進んでいます。
～が行われています。）

鳥取市の福祉課題

鳥取市地域福祉推進計画（鳥取市地域福祉計画・鳥取市地域福祉活動計画）の施策の展開（仮）のたたき台
資料５

◎買物困難地域での買い物支援が進んで
います。 継続

・買物困難地域での買い物支援の立ち上
げ・運営の支援 継続 ・事業運営の理解と参画

・買い物福祉サービスの情報提供
・実施団体（組織）への支援

○ ○

◎住み慣れた地域で自分らしく暮らせるよ
うに、こころとからだの健康づくりが進んで
います。

継続

・第３期鳥取市健康づくり計画「とっとり市
民元気プラン２０１６」にそった、こころとか
らだの健康づくりの推進

継続 ・事業運営の理解と参画
・各種研修会、会議等での情報提供及び
啓発活動

○

◎高齢者や障がい者等の消費者被害を防
ぐ見守り体制や消費者教育・啓発が進ん
でいます。 継続

・鳥取市消費者教育推進計画「主役は私
たち　鳥取市消費生活プラン」にそった高
齢者や障がい者等の消費者被害の防止
に向けた取組みの促進

継続
・各種研修会への積極的な参加と周知へ
の取り組み

・各種研修会、会議等での情報提供及び
啓発活動

○

◎避難行動要支援者支援制度の普及が
進み、支え愛マップの作成をもとに、支援
が必要な人の避難体制づくりが構築され
ています。

継続

・避難行動要支援者支援制度の普及運
用
・支え愛マップ作成、更新の促進（再掲）

継続
・避難行動要支援者支援制度への理解と
支援が必要な方への登録呼びかけ

・避難行動要支援者支援制度に対する情
報提供

○

◎企業からの社会貢献活動の取り組みが
積極的に行われています。

継続

・企業からの地域食堂（子ども食堂）への
支援などの社会貢献活動の取り組みの
提案や受け入れの促進 新規

・住民、行政、福祉団体、企業・事業所等
の連携を促進し、協働により、新たな地
域課題に対応する福祉活動を創出
・地域食堂ネットワークの支援団体等の
拡充

・社会貢献活動の取り組みに向けての情
報提供
・企業・事業所の社会貢献活動と地域福
祉活動との連携のコーディネートを行う。

○

継続

・寄附文化の醸成の促進

継続
・寄附活動への理解と協力

・財源にした事業の成果を検証するととも
に実施広報の強化
・目的使途を明確にした寄附の受け入れ
・寄附者の紹介方法の検討

○

６　福祉と連携したまちづくりの促進

◎企業からの寄附による社会貢献が進ん
でいます。

７　企業の社会貢献活動の促進

Ⅲ　地域で安心
して暮らせる基
盤づくり
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